


















































































































































































レ 総情学部４．７７．１１５．１２６．４２５．５ 6.6 1１．３ 4.1 1４７．４
理学部 3.9４．９１８．６２４．５２６．５ 1１．８ 2.9 6.9 1５４．２





1１．５ ６．８ ４．４ 1５１．２ピ
総情学部１．６11.0１５．１２７．８２６．１ 9.0 5.3 4.1 1８１．８
理学部 4.3７．８１３．８２５．０２１．６ 1４．７ ８．６ 4.4 1４４．３
工学部 2.0６．１４．１２２．４３２．７ 1６．３ 1０．２ 1５２．８６．１
京都の私大(2002年）５．６ 8.3３８．９３０．６ 8.3 1３９．７





































































































































































岡山理大生（2004年）38.0 2４．４ 3６．４ 1.2
同（2003年）１９．４ 3２．３ ４５．７ 2.7
京都の私大生(2002年）64.0 1２．０ 24.0 0.0
新聞協会調査(2001年）５２．９ 2５．１ 1８．３ 3.7
新聞はいろいろな立場の意
見を公平に取り上げている
岡山理大生（2004年）１６．７ 5５．４ ２５．６ 2.3
同（2003年）１０．８ 6３．４ 2２．６ 3.2
京都の私大生(2002年）16.0 32.0 ４８．０ 4.0
新聞協会調査(2001年）４２．１ 2５．７ 2６．４ 5.8
新聞報道は客観性を保って
いる
岡山理大生（2004年）３１．４ 2８．３ 3２．９ 7.4
同（2003年）２５．８ 3４．４ 3１．２ 8.6
京都の私大生(2002年） 8.0 3２．０ ５２．０ 8.0




岡山理大生（2004年）４１．１ 2５．６ 24.0 9.3
同（2003年）４０９ 3０．１ 1７．２ 1１．８
京都の私大生(2002年）68.0 4.0 2０．０ 8.0
新聞協会調査(2001年）５０．７ 2０．３ 2３．４ ５．６
新聞記事は興味本位に流れ
ず品位を保っている
岡山理大生（2004年）３０．２ 3３．３ 2７．１ ９．３
同（2003年）１６．１ 3４．４ 3６．０ 1３．４
京都の私大生(2002年）４８．０ 24.0 1６．０ 12.0




岡山理大生（2004年）２２９ 45.0 2７．１ 5.0
同（2003年）１９．９ 4０．９ 3２．８ 6.5
京都の私大生(2002年）２８．０ 24.0 2８．０ 2０．０
新聞協会調査(2001年）４８．４ 1８．９ 2５．６ 7.0
新聞は社会の人が知るべき
情報を十分に提供している
岡山理大生（2004年）５０４ 2２．１ 2３．３ ４．３
同（2003年）４８４ 1６．１ ３１．２ 4.3
京都の私大生(2002年）６４．０ 8.0 16.0 1２０























































33.5分9.1％(同５１．３分） 18.2％(同２７．５分）理学部 8.1冊 ７２．７％








経済関係書５．７６．７４．４６．７ の傾向となっていた。同じく毎日新聞の調査社会問題書６．６８．９３．３１００ では書籍の平均読書時間は２４分、「０分」を政治関係書２．８２．２３Ｂ３.３ 除く読書ベースでは５７分だった。健康関連書６．６８．９５．５３．３
趣味関連書４０８４８９３４．１３６．７ この読書時間は１年前に比べればどうだろ
暮らし関連８．５５．６１２．１６．７ うか。回答がはっきりしない１９人を除いた
日本の小説６４．５５８９７２．５５６．７ ２１０人の回答は「増加した」が17.1％、「減
外国の小説２３．７２６．７１９．８２６．７少した」２００％で、大半の６２９％が「変わら
エッセー１４．７１１．１２０．９６．７ ない」だった。「増加した」と回答した学生は
ﾉﾝﾌｸｼｮﾝ１１．８１１．１１３．２１０．０ １日平均で４１．６分の増加、逆に「減少した」
読書数0冊を除く。回答は全学２１１人、総合情報学部（総と回答した学生は平均で４２．６分の減少とな情学部で表記）９０人、理学部９１人、工学部３０人 っていた。読書時間はやや少なくなっている
ような傾向を見せている（表９)。
読書をジャンル別に見てみると、やはり「日本の小説」が多く、読書数0冊を除いた学生では64.5％を占
めていた。続いて多いのが「趣味関連書」の40.8％だったが、意外なのが４位となっている「宗教関係書」
（18.0％）だった（表１０)。毎日新聞の調査では、「趣味・スポーツ」がトップで、「健康・医療・福祉｣、「暮
らし・料理・育児｣、「日本の小説」と続いており、一般の人たちにおける「趣味関連書」の根強さが表れて
いた。
７．まとめ
日本新聞協会の「2003年全国メディア接触・評価調査」によれば、「情報源として欠かせない」ものとし
て、「新聞」58.2％、「テレビ（ＮＨＫ)」44.5％、「テレビ（民放)」42.6％に次いで「インターネット」が
25.4％を占めており、同じ調査の「情報量が多い」の項目では、「新聞」42.6％、「テレビ（民放)」32.8％、
「テレビ（ＮＨＫ)」27.7％を押さえて「インターネット」が43.7％でトップに躍り出ていた。
今回の調査では、インターネットは気になった媒体の一つだったものの、昨年度との比較を重視してあえ
て加えなかったのだが､新聞協会のデータを見て､実は後'海をしている。「ニュースへの接点｣から考えれば、
新聞の一覧性までは行かないまでも、テレビやラジオに比べれば情報に接し易いといえよう。インターネッ
トは新しいニュースが入るたびに項目に追加されていくケースが多く、いわば「速報性があり、情報量も多
い」のである。速報性に欠け、紙面というスペースが限られた新聞のマイナス面を十分に埋める。「情報源」
として新聞、テレビの後塵を拝するのは、操作の習熟度、または機能性が絡んでくるものと考えられるとこ
ろから､簡単に操作できる機種が安価に増えつつある現状では､その端緒をつかむことは必要だっただろう。
ところで、昨年度に次いで今年度も目に付いたのが、新聞を読まない学生が残す“課題”だ。「活字離れ」
は着実に誤字､脱字の世界を拡大しているし、社会に背を向けた生活は、将来の社会不安の到来を暗示する。
「かん防長官｣、「管直人｣、「三びし｣、「白装族｣、「親聞」などが何を意味するのかお分かりだろうか。
講義の中でレポートを書いてもらうと、このような表現がいくつも見られる。講義の時間でこのミスを黒
板に羅列して注意を喚起するのだが、その直後に書いてもらったレポートにもまた同じ間違いをする学生が
必ず、それも複数いる。さらにレポートをはじめとして学生が書く文章は徐々にひらがなが主流となってき
ているように思えてならない。「分からない時には､間違った漢字を書くよりはひらがなで書け」とは言うが、
度を超している。またこのひらがな主流の文章でも、漢字を交えると誤字が目立つのである。
学生は文章を読んでいないことは、昨年の岡山理科大、または日本新聞協会や京都の私立大の調査で判明
しており、新聞協会が調査した同年代層や京都の私大生に比べて、岡山理科大生の「活字離れ」が浮き彫り
にされているが、その結果がこの誤字の一因であろう。文章も主語、述語が乱れており、なかには文章の体
をなしていないものさえ見られる。この「活字離れ」は昨年調査よりも、今年度の調査でさらに悪化してい
木村邦彦１０
るような結果になっている。
「新聞離れ」「活字離れ」はまた、熱しやすく冷めやすい世論、議論をし尽くすことはぜずに「現状に容易
に納得する」日本人を生み出していないだろうか。
今年の６月１６日の毎日新聞（大阪本社発行統合版）の「参院選への視点」で精神科医の香山リカさんは
世論を“国民的視野狭窄状態，，と表現して「１枚の映像によって目に入った情報だけで、善しあしを判断し
ているわけで、危険な兆候だと思います」と言っている。「喉元過ぎれば..」であり「場当たり的」なので
ある。
岡山理科大生も同じような反応をする｡学生たちとイラクへの自衛隊派遣問題を討議をしていると、「なぜ
派遣が問題なのか」は議題の中に入ってこない。派遣が論議されていた折の新聞には日々憲法上の問題など
が取り上げられていたのだが、テレビでタイトルだけ、または「派遣されるかもしれない｣、「派遣された」
という事実だけを目にしてニュースを知っているという学生には、極論すれば討論に参加するだけの材料を
持ち合わせていないのである。
メディア、なかでも新聞には「権力の監視」という大きな役割がある。テレビでも時折「監視役」として
の解説やトーク番組があるが調査からさほど関心が払われているとはいえないし、そのような番組をじっく
り見ることは苦手ともいえよう。政治に敏感であるべき若者たち、なかでも学生が社会の流れに関心を払わ
なければ、将来そのツケは必ず自らに返ってくることを自覚して欲しいと思う。
その意味で、調査は以後も必要だし、学生の「活字回帰」を探ることも必要になる。
今春卒業した学生が「仕事から帰ってテレビで夜１ｏ時か１１時ごろのニュースを見るが、一つのニュース
が長くて全般的な出来事が分からない。新聞だと短時間で全体の流れがつかめるし、時間があれば“なぜ,,、
“どうして,，などと思う記事が読める。新聞がなぜ必要か分かったような気がする」と話していたが、指導
していきたいポイントの一つはこの点である。さらなる注意、喚起が必要な事案だけに調査を続行するとと
もに、他地域の学生をはじめとする若い人たちとの比較をも継続して、警告・提言を繰り返していきたいと
考えている。
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4）毎日新聞社：「２０世紀年表」（1997年）
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13）電通総研編：「2004情報メディア白書」ダイヤモンド社（2004年）
14）毎日新聞東京本社広告局：「読書世論調査２００４年版」
15）ＮＨＫ放送文化研究所：「放送研究と調査」２００４年９月号、ＮＨＫ出版
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低下が止まらない学生のメディアへの接触・信頼度 1１
[補足資料］
補表１岡山理科大生が毎日読む紙面
単位％〈雪 家庭
面
解
投
面
地域
面
１面国際経済社
面面面
γ赫面
説
書
文
学
面
化
芸
全学 7６．４２７．９１８．４３９．７５８．１１０．３１４．０７．４３６．８２０
０
４
総合情報学部７７０２３．０１７．６４０．５５４．１９．５１３．５８１３９．２
理学部 7９．１２０．９２３．３３９．５６２．８0.0１８．６９．３３４．９
工学部 6８．４６３．２１０．５３６．８６３．１0.0５．３0.0３１．６
２００３年 8５．１３５．９１９．３４３．１５９．７５．５１６．６４．４
＊閲読時間０分を除き、よく読む紙面上位３ページを回答してもらい集計したが、３ページなくても
回答としてカウントした。０４年と０３年では質問方法を少し変えたが、０３年を比較のために掲載。
回答は２００４年全学１３６人、総合'情報学部７４人、理学部４３人、工学部１９人、２００３年１８１人
補表２岡山理科大生が毎日見るテレビ番組
単位％
ワイト゛シ映画ドラマ音楽
ヨー
●－－
ハフエプ
イー
ﾆｭｰｽドキュメトーク
ンタリー
スポーツ
ｑ
全学 6４．２１１．１２３．０４１．３１０．２２５．２３５．７３８．７５８．６２０
０
４
総合情報学部６３．４１３．９２７．７３６．６１０．９３０．７３１．７４２．６５７．４
理学部 7０．４９．２１５．３４６．９１０．２１６．３４５．９３１．６６２．２
工学部 5０．０８．３３０．６３８．９８．３３３．３１９．４４７．２６６．７
２００３年 5０．３８．２２０．０３４．５１２．７２４．８３８．２３５．５５０．６
＊視聴時間0分を除き、よく見る上位３番組を回答してもらい集計したが、３番組なくても回答とし
てカウントした。０４年と０３年では質問方法を少し変えたたが、０３年を比較のために掲載。
回答は２００４年全学２３５人、総合情報学部１０６人、理学部９８人、工学部３６人、２００３年３３０人
補表３岡山理科大生が毎日聴くラジオ番組
単位％
ﾆｭｰｽドキュメトークスポーツ音楽
ンﾀﾘｰ
ﾊﾞラエテ
イー
全学 40.00.0４８．９２８．９６８．９２８．９２０
０
４
総合情報学部４１．７０．０６２．５２５．０５８．３３３．３
理学部 ３１．３００３７．５３７．５８１．３２５．０
工学部 60.00.0２０．０２０．０８０．０２０．０
２００３年 3３．３２．８４８．６３１．９７３．６３４．７
＊聴取時間0分を除き、よく聴く上位３番組を回答してもらい集計したが、
３番組なくても回答としてカウントした。０４年と０３年では質問方法を
少し変えたが、０３年を比較のために掲載。
回答は２００４年全学４５人、総合情報学部２４人、理学部１６人、工学部５
人、２００３年７２人
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ReadingnewspapersisimportantfbｒｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｔｏｓｅｅｔｈｅｓｏｃｉａｌOrganization・Ｂｕｔ，
recently）thereadershipisfallingdown,especiallyamongtheyouth
lbseetheissues，Ihadastatisticalsurveyonmediausageandevaluationfbrthe
studentsofOkayamaUniversityofSciencelastyear､Ireconfirｍｅｄｔｈａｔｍｏｓｔｏｆｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓ
ｄｉｄｎ，ｔｌｍｏｗｍｕｃｈａｂｏｕｔｔｈｅｄａｉｌｙｎｅｗｓｂｕｔｃouldn，twritetherightsentence，especially
kANZL
I，vebeengiventhemsomeadvicesthatnewspapersareanindispensablesourceof
infbrmationandreadingnewspapersarewinningtheabundanceofavailableinfbrmation・
Ｎｏｗ,ＩｈａｄｔｈｅｓａｍｅｓｕｒｖｅｙｆｂｒｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｏｆOkayamaUniversityofScienceagain，and
noticedthepaperratingadvancedfUrtherdown､Ｉｄｉｄｓａｍｅｓｕｒｖｅｙｏｎｂｏｏｋｓｔｈｉｓｙｅａｒａndgot
thesimilarresultsthatthereadingratesaredecreasing・
Thesurveyalsoshowedthereliabilityofpressturnedaround・ＩｔｐｌｅａｓｅｄｍｅｗｅｌＬ
